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◆特集○話題の焦点

令和10年、
滋賀県に高等専門学校がやってくる！
◆夢インタビュー

琵琶湖の暮らしの風景を守るため
環境建築デザインの世界から漁師へ
◆行ってみよう

『びわこ箱館山』
◆おじゃまします

株式会社ヤマタケ創建



新
し
い
施
設
や
街
の
話
題
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

守
山
市
に
あ
る
伊
勢
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
後

期
（
約
１
９
０
０
年
前
）
の
大
規
模
な
集
落
遺

跡
で
す
。
集
落
の
規
模
は
南
北
４
５
０
メ
ー
ト

ル
、
東
西
７
０
０
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
弥
生
時
代

後
期
の
遺
跡
と
し
て
は
全
国
最
大
規
模
で
、
建

築
や
測
量
の
高
度
な
技
術
を
用
い
て
造
営
さ
れ

た
複
数
の
大
型
建
物
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

政
治
や
ま
つ
り
を
執
り
行
う
儀
式
の
た
め
の

建
築
群
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
日
本

の
国
の
成
り
立
ち
を
知
る
う
え
で
重
要
な
遺
跡

と
し
て
２
０
１
２
年
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
遺
跡
を
保
護
し
つ
つ
歴
史
学
習
な

ど
に
活
用
す
る
た
め
、
遺
跡
の
上
に
史
跡
公
園

の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
令
和
5
年
11
月
に
「
伊

勢
遺
跡
史
跡
公
園
」
が
開
園
し
ま
し
た
。

　

施
設
内
に
は
遺
構
展
示
施
設
と
管
理
棟
の
ほ

か
、
園
路
と
芝
生
広
場
が
整
備
さ
れ
、
塔
の
よ

う
な
高
い
建
物
「
楼
観
」
が
あ
っ
た
場
所
に
は
、

柱
を
立
て
て
建
物
の
位
置
が
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
遺
跡
の
中
心
部
に
は
大
型
建
物
群

を
塀
で
囲
っ
た
「
方
形
区
画
」
と
呼
ば
れ
る
特

別
な
空
間
が
あ
り
、
そ
の
板
塀
の
一
部
も
復
元

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

方
形
区
画
の
中
に
あ
っ
た
二
棟
の
大
型
建
物

の
上
に
遺
構
展
示
施
設
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

楕
円
形
の
屋
根
で
覆
わ
れ
た
特
徴
的
な
建
物
で
、

公
園
周
辺
に
は
住
宅
が
立
ち
並
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
高
さ
を
抑
え
て
圧
迫
感
を
感
じ
さ
せ
な

い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

展
示
施
設
の
床
に
は
大
型
建
物
の
柱
の
穴
が

復
元
さ
れ
て
い
て
、
強
化
ガ
ラ
ス
の
上
か
ら
大

き
さ
や
形
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
細

か
い
凹
凸
を
つ
け
た
杉
材
が
貼
ら
れ
た
天
井
は
、

一
部
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
な
っ
て
い
て
、
伊
勢
遺

跡
の
な
り
た
ち
や
特
徴
を
紹
介
す
る
映
像
を
大

画
面
で
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
史
跡
の
中
心
部
に
存
在
す
る
貴
重
な
文
化

財
を
保
護
し
、
遺

構
展
示
施
設
が
建

設
さ
れ
る
の
は
こ

れ
ま
で
に
例
の
な

い
こ
と
で
、
今
後

の
文
化
財
の
保
存

と
活
用
を
考
え
る

際
の
一
つ
の
事
例

に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
伊
勢
遺
跡
史
跡
公
園
』

　
　
　
　
　
　 

（
守
山
市
）

●守山市伊勢町80番地
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10
〜
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載

復元された大型建物の柱の穴を、
強化ガラスの上から直接見学できるようになっている。

1辺約9mの正方形の建物「楼観」の柱の位置を示した
「楼観跡立柱表示」

凹凸をつけた杉材が貼られた遺構展示施設の天井。
一部をスクリーンとして利用している。

写真提供：守山市教育委員会

長径約37.5m、短径約14.9mの楕円状の外観が特徴的な遺構展示施設
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令和10年、
滋賀県に高等専門学校がやってくる！

　令和10年4月、野洲市市三宅に開校が予定されている滋賀県立高等専門学校。建設系の専門コースも開設される予定のため、将来
の建設業を担う人材育成への期待が高まっています。
　新しい学校で学生はどのように学び、どんな人材に育っていくのか、また、高専ができることで滋賀の経済や産業、さらに地域社会に
どのような波及効果が期待できるかについて考えてみることにしました。

　
　 

高
等
専
門
学
校
っ
て
ど
ん
な
　

学
校
な
の
？

　
高
等
専
門
学
校
（
高
専
）
に
つ
い
て
、
耳
に
し
た

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
な
教
育
機
関
な
の
か

を
理
解
し
て
い
る
人
は
意
外
に
少
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　
専
門
学
校
の
一
つ
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
高
専
は
中
学
卒
業
後
に
進
学
し
、

５
年
間
（
商
船
科
は
５
年
６
カ
月
）、
技
術
者
と
し

て
必
要
な
専
門
知
識
や
実
践
的
な
技
術
を
学
ぶ
学
校

で
す
。
卒
業
す
る
と
「
準
学
士
」
の
称
号
が
付
与
さ

れ
ま
す
。
一
方
、
専
門
学
校
は
高
校
卒
業
後
に
入
学

し
、１
〜
４
年
間
専
門
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
学
校
で
、

卒
業
後
は
「
専
門
士
」
の
称
号
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

　
高
校
が
中
等
教
育
機
関
な
の
に
対
し
て
、
高
専
は

大
学
と
同
じ
高
等
教
育
機
関
で
す
。
戦
後
の
経
済
成

長
を
支
え
る
技
術
者
を
育
成
し
て
ほ
し
い
と
い
う
産

業
界
の
要
望
に
応
え
て
、
昭
和
37
（
１
９
６
２
）
年

に
初
め
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
海
外
に
は
な

か
っ
た
日
本
独
自
の
教
育
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
今
で
は
全
国
に
国
公
私
立
合
わ
せ
て
58
校
の
高
専

が
あ
り
、
約
６
万
人
の
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。
理

工
学
系
の
学
科
や
商
船
学
科
の
ほ
か
、
近
年
は
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
や
国
際
流

通
学
科
、
応
用
化
学
科
な
ど
の
新
し
い
学
科
を
開
設

し
て
い
る
高
専
も
あ
り
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
高
専
の

学
び
の
特
色
を
以
下
の
５
つ
の
項
目
で
説
明
し
て
い

ま
す
。

　
●
５
年
一
貫
教
育

　
●
実
験
・
実
習
を
重
視
し
た
専
門
教
育

　
● 

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
、
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
等

の
全
国
大
会
開
催

　
●
卒
業
生
は
産
業
界
か
ら
高
い
評
価

　
● 
卒
業
後
、
さ
ら
に
高
度
な
技
術
教
育
を
受
け
る

た
め
の
専
攻
科
（
２
年
間
）
を
設
置

　
５
年
一
貫
教
育
で
、
学
習
指
導
要
領
の
制
約
を
受

け
な
い
柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
特
徴
で
、
実
験
・

実
習
を
中
心
と
し
た
学
び
を
通
し
て
専
門
知
識
や
実

践
的
な
技
術
を
習
得
し
、
応
用
力
を
身
に
つ
け
て
価

値
創
造
が
で
き
る
高
度
専
門
人
材
を
育
て
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
教
員
は
大
学
と
同
じ
く
教
授
、
准
教
授
な
ど
と
呼

ば
れ
博
士
学
位
を
も
っ
た
教
員
が
多
く
、
よ
り
専
門

性
の
高
い
知
識
や
最
先
端
の
技
術
を
指
導
し
ま
す
。

　

毎
年
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
る
「
高
専
ロ
ボ
コ
ン

（
ア
イ
デ
ア
対
決
・
全
国
高
等
専
門
学
校
ロ
ボ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
）」
で
は
、「
発
想
力
と
独
創
力
」
を
合

言
葉
に
チ
ー
ム
で
製
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
で
競
技
に
挑

み
、
全
国
の
高
専
生
が
技
術
力
と
ア
イ
デ
ア
を
競
い

ま
す
。

　
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
も
、
実
践
的
な
知
識
や

技
術
を
求
め
る
企
業
か
ら
の
求
人
倍
率
が
高
く
、
さ

ら
に
２
年
間
の
高
専
専
攻
科
へ
の
進
学
や
大
学
へ
の

編
入
な
ど
、多
様
な
選
択
が
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

中
学
卒
業
後
、
５
年
一
貫
教
育
で

専
門
知
識
や
実
践
的
な
技
術
を
学

ぶ
学
校
。
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な
ぜ
、
滋
賀
に
高
専
を
　
　
　
　

　
　
開
校
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
？

　
滋
賀
県
は
全
国
有
数
の
内
陸
工
業
県
で
す
が
、
将
来

に
わ
た
り
国
際
的
な
競
争
力
を
維
持
し
、
今
後
も
持
続

的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
専
門
的
な
技
術
や
知

識
を
身
に
つ
け
た
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
す
。

　
県
で
は
令
和
元
年
度
以
降
、
こ
れ
か
ら
の
滋
賀
の
産

業
や
地
域
の
発
展
を
支
え
る
人
材
を
育
て
る
た
め
に
必

要
な
教
育
機
関
に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
検
討
の
中
で
県
内
の
企
業
を
対
象
に
行
わ
れ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
高
専
の
開
設
を
希
望
す
る
声
が

も
っ
と
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
最

終
的
に
教
育
機
関
を
高
専
に
絞
り
込
み
、
令
和
３
年
に

は
「
県
立
」
で
設
置
す
る
こ
と
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
並
行
し
て
設
置
目
的
や
学
び
の
方
向
性
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
ら
れ
、
令
和
５
年
３
月
に
は
滋
賀

県
立
高
等
専
門
学
校
構
想
推
進
本
部
で
の
議
論
を
経

て
、
滋
賀
県
立
高
専
の
全
体
の
構
想
や
計
画
を
描
い
た

「
滋
賀
県
立
高
等
専
門
学
校
基
本
構
想
１
．
０
」
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
高
専
が
開
設
さ
れ
て
い
な
い
の
は
埼
玉
県
、

神
奈
川
県
、
山
梨
県
、
佐
賀
県
、
滋
賀
県
の
５
県
の
み

で
す
が
、
高
専
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
内

の
企
業
や
他
の
教
育
機
関
、公
共
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

技
術
の
提
供
や
共
同
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
社

会
や
産
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え

ば
企
業
が
高
専
の
教
員
や
学
生
と
と
も
に
研
究
や
開
発

を
行
う
こ
と
で
、
企
業
の
技
術
者
に
と
っ
て
も
視
野
を

広
げ
た
り
、
新
た
な
学
び
が
得
ら
れ
る
機
会
が
生
ま
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
滋
賀
県
内
の
高
専
進
学
者
数
は
全

国
平
均
に
比
べ
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
ま
で
県
外
に
し
か
な
か
っ
た
高
専
が
県
内
に
開
校
す

る
こ
と
で
、
県
内
の
子
ど
も
た
ち
が
中
学
卒
業
後
の
進

路
を
決
め
る
時
に
高
専
と
い
う
選
択
肢
を
選
び
や
す
く

な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
か
っ
た
高
専
が
進
路

の
一
つ
に
加
わ
る
こ
と
で
、
理
系
志
望
の
学
生
が
減
っ

て
い
る
中
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が
高
専
の
学
び

に
関
心
を
持
っ
た
り
、
技
術
に
憧
れ
た
り
し
て
、
次
の

時
代
を
担
う
人
材
が
多
く
育
っ
て
い
く
と
い
っ
た
よ
う

に
、
地
域
に
良
い
循
環
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　 

滋
賀
県
立
高
専
の
学
び
の
　
　
　

特
徴
に
つ
い
て
教
え
て
！

　
滋
賀
県
立
高
専
が
育
成
す
る
の
は
、「
基
礎
と
な
る

技
術
力
を
備
え
た
上
で
、
そ
れ
を
活
か
し
て
社
会
や
時

代
の
変
化
を
敏
感
に
読
み
取
り
自
ら
変
化
し
続
け
る
人

材
」
で
す
。
も
う
少
し
具
体
的
に
示
す
な
ら
次
の
よ
う

な
人
物
像
で
す
。

滋
賀
県
立
高
専
が
育
成
す
る
人
物
像

次
代
の
滋
賀
と

そ
の
産
業
を
支
え
る
「
高
度
専
門
人
材
」

↓ 

将
来
の
社
会
や
産
業
を
支
え
、
リ
ー
ド
す
る

中
心
的
な
人
材
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
高

度
専
門
人
材

問
題
発
見
・
解
決
力
の

素
養
を
兼
ね
備
え
た
人
材

↓ 

自
ら
の
力
で
解
決
の
た
め
の
道
筋
を
見
つ

け
、
実
行
す
る
人
材

 

情
報
技
術
を
多
分
野
に
活
か
せ
る
人
材

↓ 

情
報
技
術
を
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
活
用
・
応
用

で
き
る
人
材

世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
や
人
と

つ
な
が
れ
る
人
材

↓ 

世
界
で
意
思
疎
通
が
図
れ
る
言
語
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
多
様
な
人
々
と
つ
な

が
れ
る
積
極
性
を
有
す
る
人
材

近
江
の
心
が
備
わ
っ
た
人
材

↓ 

課
題
解
決
に
あ
た
っ
て
関
係
す
る
す
べ
て
の

者
の
豊
か
さ
や
幸
せ
を
追
求
で
き
る
人
材

　
滋
賀
県
立
高
専
の
学
び
は
、
各
コ
ー
ス
共
通
の
一
般

科
目
（
数
学
、
自
然
科
学
系
、
人
文
・
社
会
科
学
系
）

と
情
報
技
術
を
学
び
、
２
年
生
か
ら
、「
機
械
系
」「
電

気
電
子
系
」「
情
報
技
術
系
」「
建
設
（
環
境
・
イ
ン
フ

ラ
系
）
系
」
の
４
つ
の
専
門
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
徐
々

に
専
門
知
識
と
技
術
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
特
に
情
報
の
利
活
用
の
ほ
か
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や

Ａ
Ｉ
な
ど
の
情
報
技
術
に
つ
い
て
は
全
学
生
共
通
の
基

礎
力
と
し
て
、
実
践
の
中
で
活
用
し
て
い
け
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
分
野
を
超
え
て
連

携
・
協
働
し
な
が
ら
解
決
策
を
考
え
、
行
動
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
実
践
に
通
じ
た
学
び
を
重
視
し
、
コ
ー

02

02

03

企
業
の
競
争
力
を
高
め
た
り
、
地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
高

度
専
門
人
材
を
育
て
る
た
め
。

『県立高専では、企業等の皆様との連携・共創を進めることと されています。その具体化に向けて、「県立高専と各企業等がつながる仕組み」として
「滋賀県立高専共創フォーラム」を設けられています。県立高 専の“応援団”として、ぜひ登録を！』 https://ttzk.graff er.jp/pref-shiga/smart-apply/

surveys-alias/kouhyoukakunin

目指す学校像

すべての人と
地球を支え続ける
技術を磨く学校

すべての人と地球を
支える技術者の育成

地域や
産業への
技術実装

技術への
関心と憧れ

小中学校
などとの
連携

高専以外の
教育機関
との連携

目指す学校像

総合学科：「情報技術」を基盤とした学び

2年生

3年生

4年生

1年次

5年生

キャリア教育を踏まえたコース選択

「
滋
賀
」そ
の
も
の
を
教
材・学
習
の

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用

建
設
系

（
環
境・イ
ン
フ
ラ
系
）

情
報
技
術
系

電
気
電
子
系

機
械
系

産×

学×

官

地
域・社
会
の
課
題
等

県立高専の学科・コース編成
1年生 2年生 3年生

実装トライ（学年・コース横断型PBL）

実験・実習科目

専門科目（講義）一般科目
(数学、自然科学系、人文・社会科学系）

情報技術科目（情報技術系以外も選択可）

情報技術科目（情報リテラシー、データサイエンス、プログラミング、AI等）
特色科目（ビジネススキル（近江商人のビジネスマインド）、キャリアデザイン、インターンシップ等）

4年生 5年生

卒業研究

専門科目

各コース共通一般科目

カリキュラムイメージ
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令和10年、滋賀県に高等専門学校がやってくる！

ス
や
学
年
の
垣
根
を
越
え
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
、

「
タ
テ
・
ヨ
コ
連
携
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project Based 

Learning

：
課
題
解
決
型
学
習
）」
の
実
施
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
元
企
業
等
で
の
体
験
学
習
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
ほ
か
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

教
育
（
起
業
家
に
必
要
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
情
報
収

集
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
な
ど
を
伸
ば
す
教
育
）、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
、
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
な
ど
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
入
れ
ら

れ
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
滋
賀
・
琵
琶
湖
を
教
材
や
学
習
の
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
た
学
び
を
掲
げ
て
い
る
の
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

近
江
商
人
の
思
想
や
環
境
保
護
活
動
の
精
神
を
引
き
継

ぎ
、
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
主
体
的
に
地
域
の

課
題
を
解
決
す
る
行
動
力
を
養
い
ま
す
。

　
　 

滋
賀
県
立
高
専
が
で
き
た
ら
　
　

滋
賀
は
ど
う
変
わ
る
の
？

　
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
産
業
界
や
地
域

社
会
、
学
術
機
関
と
の
連
携
・
共
創
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
滋
賀
県
立
高
専
だ
け
が
恩
恵
を

受
け
る
の
で
は
な
く
、
関
与
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や

地
域
社
会
が
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
建
設
が
始
ま
る
学
校
施
設
に
つ
い
て
も
、
学

外
の
技
術
者
や
研
究
者
な
ど
と
の
交
流
拠
点
と
な
る
施

設
が
設
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。
こ
こ
に
は
図
書
館
の
ほ

か
、
共
同
研
究
室
や
交
流
ラ
ボ
、
研
究
発
表
や
講
演
に

利
用
可
能
な
ホ
ー
ル
な
ど
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
技
術

者
や
研
究
者
の
み
の
利
用
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
を

対
象
と
し
た
科
学
教
室
な
ど
の
会
場
と
し
て
も
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
、
地
域
産
業
や
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
雑
木
林
な
ど
を
残
し
た
環
境
保
全
エ
リ
ア
を

地
域
の
憩
い
の
場
と
し
て
開
放
す
る
ほ
か
、
環
境
教
育

の
実
践
の
場
と
し
て
も
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　
令
和
6
年
2
月
8
日
に
行
わ
れ
た
滋
賀
県
立
高
専
共
創

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
創
立
記
念
講
演
＆
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

イ
ベ
ン
ト
に
、
た
く
さ
ん
の
地
元
企
業
な
ど
が
参
加
し
た

こ
と
か
ら
も
、
滋
賀
県
立
高
専
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
す
。
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
現
役
高
専
生
が

地
元
企
業
の
生
産
ラ
イ
ン
の
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
を
開
発

す
る
と
い
う
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
事
例
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
立
高
専
の
開
校
後
は
、
企
業
と
高
専
と
の

様
々
な
連
携
・
共
創
が
期
待
で
き
ま
す
。
例
え
ば
建
設

会
社
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
導
入
や
活
用

な
ど
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
通
じ
て
学
生
と
企
業
が
一

緒
に
研
究
開
発
を
行
っ
た
り
課
題
解
決
に
取
り
組
む
と

い
っ
た
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
開
校
に
向
け
て
、
今
後
は
地
元
の
産
業
界
や
県
民
の

理
解
を
深
め
、
滋
賀
県
立
高
専
の
よ
り
良
い
学
び
を
実

現
す
る
た
め
、情
報
発
信
や
意
見
交
換
を
行
い
、連
携・

共
創
の
具
体
化
を
目
指
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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滋
賀
県
の
建
設
業
界
も
期
待
し
て
い
ま
す
！

　
現
在
、
滋
賀
県
に
は
土
木
イ
ン
フ
ラ
系
を
学

べ
る
高
校
が
な
く
、
そ
の
コ
ー
ス
に
進
む
に
は

や
む
な
く
県
外
の
高
校
へ
行
か
ざ
る
を
え
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。「
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を
地

域
で
守
る
」
た
め
に
は
、
県
内
で
も
技
術
者
を

育
成
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
滋
賀
県
立
高
等
専
門
学
校
の
開
設
は
、
そ
の

ニ
ー
ズ
、
要
請
に
合
致
し
た
も
の
で
、
県
内
に

お
け
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
そ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
担
う
次
世
代
技
術
者
の
育
成
だ
け
で
な
く
、

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
等
を
含
め
、
現
役
技
術
者
と

の
交
流
や
技
術
の
伝
承
に
も
大
い
に
役
立
つ
も

の
と
、
建
設
業
界
か
ら
も
期
待
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

課
題
解
決
型
学
習
を
通
し
て
、
分

野
や
学
年
を
超
え
て
連
携
し
な
が

ら
実
践
力
を
磨
き
ま
す
。

学
外
技
術
者
や
企
業
な
ど
と
の
交

流
拠
点
を
整
備
、
協
働
に
よ
っ
て

地
域
や
企
業
の
課
題
解
決
に
取
り

組
み
ま
す
。

滋賀県立高専の応援団を募集しています！ 『県立高専では、企業等の皆様との連携・共創を進めることと されています。その具体化に向けて、「県立高専と各企業等がつながる仕組み」として
「滋賀県立高専共創フォーラム」を設けられています。県立高 専の“応援団”として、ぜひ登録を！』

応援企業数

応
援
度・連
携
密
度

高

多

応援団

資材・資金等提供企業

共同教育プログラム
実施企業

共同研究
実施企業

実務家
教員派遣企業

奨学金制度設置企業

ＰＢＬメンター派遣
協力企業

インターンシップ・
課外授業実施
協力企業

共創宣言団体や産業界全体を対象
とした、県立高専の活動への賛同・
応援をする団体等の集まり

産業界との連携イメージ

エリアゾーニングのイメージ滋賀県立高専共創フォーラム「創立記念講演＆トークセッション」イベント

PBLでの実践イメージ

学年

１年生

５年生

コ
ー
ス

電
気
電
子

機

械

情

報

建

設

タテ・ヨコ連携の

ＰＢＬ

ＰＢＬでの実践

セミパブリックエリア

プライベートエリア

環境保全・共生エリア

どんぐり
広場

校舎棟 実習工場
実験室棟

体育館

駐車
場

県有
地

市道（市三宅竹生線）

国
有
地グラウンド

図書・交流拠点施設
食堂・売店
学生寮

北側住宅地
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行ってみよう

展望デッキ

ステアーズフラワーカフェＬＡＭＰ

リフトの下に咲くペチュニア

びわ湖のみえる丘

　
高
島
市
に
あ
る
箱
館
山
と
い
え
ば
、
京
阪
神
か
ら
も
便
利
な
ス

　
高
島
市
に
あ
る
箱
館
山
と
い
え
ば
、
京
阪
神
か
ら
も
便
利
な
ス

キ
ー
場
と
し
て
長
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
冬
を
し
の
ぐ

キ
ー
場
と
し
て
長
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
冬
を
し
の
ぐ

ほ
ど
の
人
気
を
集
め
て
い
る
の
が

ほ
ど
の
人
気
を
集
め
て
い
る
の
が
44
月
末
か
ら

月
末
か
ら
1111
月
中
旬
ま
で
の
グ

月
中
旬
ま
で
の
グ

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
び
わ
湖
を
一
望
す
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
び
わ
湖
を
一
望
す
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生

か
し
、
展
望
デ
ッ
キ
や
花
畑
、
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
、
子
ど
も
が
楽
し
め

か
し
、
展
望
デ
ッ
キ
や
花
畑
、
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
、
子
ど
も
が
楽
し
め

る
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
な
ど
が
充
実
し
、
次
々

る
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
な
ど
が
充
実
し
、
次
々

に
新
た
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

に
新
た
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

び
わ
湖
の
み
え
る
丘

　

ふ
も
と
か
ら
山
頂
ま
で
は
ゴ
ン
ド
ラ

で
約
５
分
。
び
わ
湖
の
み
え
る
丘
か
ら

の
眺
め
は
滋
賀
随
一
を
誇
り
、
昨
年
の

入
園
者
は
10
万
人
以
上
を
数
え
ま
し

た
。
４
か
所
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
展

望
デ
ッ
キ
が
設
け
ら
れ
、
青
空
の
も
と

ゆ
っ
た
り
座
っ
て
眺
望
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
眼
下
に
び
わ
湖
、
遠
く
に
は
湖
北
の
山
々
と
竹
生
島
、

そ
し
て
目
の
前
に
は
咲
き
誇
る
花
畑
を
望
み
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

は
ゲ
レ
ン
デ
一
帯
で
ペ
チ
ュ
ニ
ア
や
ひ
ま
わ
り
、ダ
リ
ア
な
ど
が
次
々

に
開
花
し
て
山
頂
を
彩
り
ま
す
。

ス
テ
ア
ー
ズ
フ
ラ
ワ
ー

　

と
く
に
昨
年
人
気
を
博
し
た
の
は
、

花
畑
の
な
か
天
空
へ
と
続
く
階
段
「
ス

テ
ア
ー
ズ
フ
ラ
ワ
ー
」。
空
に
浮
か
ぶ

白
い
ド
ア
フ
レ
ー
ム
が
現
代
ア
ー
ト

の
よ
う
で
、
こ
こ
で
し
か
撮
れ
な
い

と
っ
て
お
き
の
一
枚
に
ト
ラ
イ
す
る

人
が
続
出
し
た
と
か
。
写
真
映
え
す
る

こ
と
間
違
い
な
し
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。

４
つ
の
カ
フ
ェ

　

び
わ
湖
の
み
え
る
丘
と
花
テ
ラ
ス
、

第
２
ヒ
ュ
ッ
テ
な
ど
に
カ
フ
ェ
、
軽

食
、
お
土
産
処
が
あ
り
、
な
か
で
も
昨

年
の
オ
ー
プ
ン
直
後
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
の
が
パ

フ
ェ
専
門
店
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ
。
ラ
ン
プ
が
灯

る
店
内
で
ラ
ン
プ
型
の
器
に
入
っ
た

旬
の
味
が
楽
し
め
ま
す
。

び
わ
湖
を
一
望
す
る
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
満
載
！

『
び
わ
こ
箱
館
山
』

高
島
市
今
津
町
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●高島市今津町日置前
　TEL：0740-22-2486
●アクセス
　国道161号湖北バイパス「日置前ランプ」より約3分
　ＪＲ近江今津駅より湖国バスで約20分
●2024年グリーンシーズン
　4月27日（土）～11月10日（日）
●ゴンドラ運行時間
　＜上り＞9:00～16:30 ＜下り＞9:00～17:00
　※ナイトゴンドラ開催日は延長あり
●入園料
　大人2,500円、小学生以下1,200円
　（３歳以下無料）　ペット700円
　（ゴンドラ往復・第2ロマンスリフト・プレイゾーン含む）
※その他の利用料金はウェブサイトでご確認ください。

アルプスアドベンチャー

ナイトゴンドラ紅葉するコキア

ビワコスウィング

虹のカーテン風鈴のよし小道プレイゾーン

ジップライン

Ｘ
（旧ツイッター）

ホーム
ページ

虹
の
カ
ー
テ
ン

　

山
頂
の
そ
よ
風
に
た
な
び
く
の
は
、
虹
色

に
染
め
ら
れ
た
カ
ー
テ
ン
。
使
わ
れ
て
い
る

の
は
地
元
の
特
産
品
「
高
島
ち
ぢ
み
」
で
す
。

び
わ
湖
へ
そ
そ
ぐ
清
ら
か
な
水
が
育
て
た
や

わ
ら
か
な
布
は
、
吸
水
性
の
高
い
爽
や
か
な

着
心
地
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゆ
れ
る
カ
ー
テ
ン
の

向
こ
う
に
見
え
隠
れ
す
る
高
島
の
絶
景
も
ま

た
シ
ャ
ッ
タ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
風
鈴
の
よ
し
小
道

　

七
色
の
風
鈴
が
彩
る
小
道
は
、
び
わ
湖
の

岸
辺
に
生
え
る
葦よ

し

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
葦
は
水
を
浄
化
す
る
植
物
で
も
あ
り
、

葦
簀
の
間
を
抜
け
て
吹
く
風
に
８
０
０
個
の

風
鈴
が
涼
や
か
に
響
く
よ
う
す
は
ど
こ
か

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
。
ト
ン
ネ
ル
を
進
め
ば
虹

色
の
カ
ー
テ
ン
へ
と
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で

き
、
ま
る
で
異
世
界
へ
迷
い
込
ん
だ
気
分
に

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
思
い
切
り
遊
べ

る
の
が
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ハ
コ
ち
ゃ
ん
」
の
ス
ラ
イ
ダ
ー

や
そ
り
遊
び
ヒ
ル
ズ
、
巨
大
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

の
ほ
か
、
夏
に
は
水
遊
び
ビ
ー
チ
や
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
も
登
場
し
ま
す
。
ま
た
、

夏
の
土
日
休
日
と
お
盆
の
時
期
に
は
人
工
雪

を
降
ら
せ
て
真
夏
に
雪
遊
び
が
楽
し
め
る
ス

ノ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
＆

巨
大
ブ
ラ
ン
コ

　

ス
リ
ル
を
体
験
し
た
い
人
に
お
す
す
め
な
の
が

ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
。
山
頂
か
ら
伸
び
る
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー

プ
を
滑
車
で
滑
り
降
り
る
空
中
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
、
鳥
に
な
っ
て
空
を
飛
ぶ
よ
う
な
爽
快
感
が
味

わ
え
ま
す
。
ま
た
、
森
林
エ
リ
ア
に
設
け
ら
れ
た

ア
ル
プ
ス
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
、
自
然
の
木
々
を

生
か
し
た
ネ
イ
チ
ャ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
。
安
全

な
装
具
を
付
け
る
の
で
、
子
ど
も
も
楽
し
め
ま
す
。

ビ
ワ
コ
ス
ウ
ィ
ン
グ
と
名
付
け
ら
れ
た
巨
大
ブ
ラ

ン
コ
は
高
さ
な
ん
と
６
ｍ
。
大
き
く
漕
ぎ
出
せ
ば
、

び
わ
湖
に
飛
び
立
つ
よ
う
な
心
地
に
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

ナ
イ
ト
ゴ
ン
ド
ラ

　

山
頂
で
過
ご
す
夜
と
び
わ
湖

の
夜
景
が
楽
し
め
る
こ
と
で
人

気
の
催
し
。
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
企
画
さ
れ
、
日
程
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
ぜ
ひ
出
か
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
秋
の
コ
キ
ア

　

丸
い
綿
毛
の
よ
う
な
愛
ら
し

い
姿
で
山
頂
を
彩
る
コ
キ
ア
。

秋
に
な
る
と
緑
の
葉
が
紅
葉
し

て
山
肌
一
面
を
赤
く
染
め
上
げ

ま
す
。
箱
館
山
の
赤
い
コ
キ
ア

は
秋
の
風
物
詩
の
一
つ
に
な
っ

て
い
て
見
ご
た
え
あ
り
。

　

標
高
６
３
０
ｍ
の
山
頂
は
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
も
一
日
で
遊
び
つ

く
せ
な
い
ほ
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
紹
介
し
た

施
設
の
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
遊
べ
る
ド
ッ
グ
ラ
ン
が
あ
る
ほ
か
、

恒
例
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
今
年
も
開
催
予
定
と
か
。
家
族
や
仲

間
を
被
写
体
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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や
り
が
い
あ
る
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
た
め
に

人
材
の
確
保
と
育
成
、女
性
の
働
き
や
す
さ
を
推
進

建
設
と
住
宅
の
二
つ
の
事
業
を

両
輪
に
事
業
を
拡
充

　

創
業
は
い
ま
か
ら
約
40
年
前
の
1
9
8
3
年
。

現
会
長
の
竹
井
信
好
氏
が
電
機
設
備
の
技
術
を
生

か
し
て
ヤ
マ
タ
ケ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
立
ち
上

げ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
以
降
、
顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
か
た
ち
で
建
築
や
土
木
に
強
い
人
材

と
と
も
に
会
社
を
設
立
し
、
創
業
５
年
後
に
は
一

級
建
築
士
事
務
所
を
開
設
。
住
宅
建
築
を
中
心
と

し
て
事
業
を
拡
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

信
好
氏
の
長
男
で
現
在
、
代
表
取
締
役
を
務
め

る
友
明
氏
は
、
当
初
は
家
業
を
継
ぐ
つ
も
り
が
な

く
30
代
前
半
ま
で
別
の
建
設
会
社
に
勤
務
し
て
い

ま
し
た
。
同
じ
業
界
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
家
業

が
木
造
一
般
住
宅
の
建
築
を
事
業
の
柱
と
し
て
い

た
の
に
対
し
、
友
明
氏
が
勤
め
先
で
長
年
携
わ
っ

て
い
た
の
は
商
業
施
設
や
病
院
な
ど
R
C
造
の
建

設
事
業
。
経
験
を
重
ね
て
一
般
建
築
工
事
の
施
工

管
理
を
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
面
白
さ
と
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
ヤ
マ
タ
ケ
創
建
が
２
号
建

築
物
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。「
培
っ
て

き
た
も
の
を
生
か
せ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
っ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
入
社
を
決
め
、
以
降
、
同

社
で
は
一
般
建
設
事
業
部
門
に
も
注
力
し
、
友
明

氏
を
牽
引
役
と
し
て
積
極
的
に
R
C
建
築
や
一
般

建
築
施
設
の
受
注
を
進
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
働
き
た
い
」
と
思
え
る
環
境
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
に

　

建
設
部
門
の
拡
充
に
あ
た
り
最
初
の
関
門
と

な
っ
た
の
は
資
金
面
で
し
た
。「
父
は
長
年
、
手
堅

い
経
営
を
旨
と
し
て
借
入
も
な
く
、
そ
れ
も
あ
っ

て
会
社
は
安
定
成
長
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、

大
規
模
工
事
を
受
注
す
る
た
め
に
は
資
金
面
で
の

備
え
や
設
備
投
資
も
必
要
で
す
。
借
入
は
長
年
の

方
針
に
反
す
る
こ
と
で
す
か
ら
喧
嘩
も
し
ま
し
た
。

　

少
し
ず
つ
受
注
の
体
制
を
整
え
、
受
注
工
事
の

規
模
を
大
き
く
し
て
い
き
、
実
績
を
積
み
上
げ
て

社
内
の
理
解
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
、
次
に

課
題
と
な
っ
た
の
は
人
材
で
し
た
。
公
共
工
事
な

ど
入
札
の
仕
事
は
受
注
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
先
読
み

し
づ
ら
く
、
か
と
い
っ
て
規
模
の
面
で
ス
テ
ッ
プ

株
式
会
社
ヤ
マ
タ
ケ
創
建
　
　
蒲
生
郡
竜
王
町
山
之
上
3
2
7
6
　
　
　
代
表
取
締
役
社
長
　
竹
井 

友
明

竹井 友明代表取締役社長〈施工例〉JA全農近江米セントラルターミナル〈施工例〉ワボウ電子株式会社　浅井工場

本社社屋社内ミーティング風景
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ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
な
ら
ば
一
つ
の
受
注
機
会
の
拡

大
に
は
平
時
プ
ラ
ス
３
人
の
人
材
を
確
保
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
友
明
氏
は
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

折
し
も
厳
し
い
人
材
難
の
こ
の
時
代
、
建
築
を

学
ぶ
新
卒
者
と
な
れ
ば
都
市
部
や
大
手
企
業
に
と

ら
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
「
い
ま
の
学

生
が
仕
事
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
机
上
で
考

え
る
よ
り
聞
き
に
行
け
ば
い
い
」
と
思
い
立
ち
学

校
等
を
訪
問
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
内
容
を
ヒ
ン
ト

と
し
て
給
与
体
制
や
勤
務
時
間
と
い
っ
た
働
き
方
、

ま
た
社
会
貢
献
や
そ
の
発
信
方
法
な
ど
の
見
直
し

を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

働
き
方
の
改
善
で
本
来
業
務
に
注
力

選
ば
れ
る
企
業
を
め
ざ
し
て

　
「
良
く
も
悪
く
も
経
理
や
人
事
な
ど
は
従
業
員
が

数
人
だ
っ
た
当
時
の
ま
ま
の
仕
組
み
が
続
い
て
い

ま
し
た
」
と
振
り
返
る
友
明
氏
は
、
経
理
を
担
う

奥
様
と
と
も
に
帳
票
の
デ
ジ
タ
ル
化
か
ら
着
手
。

昇
給
制
度
や
勤
怠
管
理
な
ど
も
改
善
し
、
バ
ッ
ク

オ
フ
ィ
ス
業
務
の
省
力
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
本

来
の
建
築
・
建
設
業
務
に
注
力
で
き
る
環
境
を
整

え
ま
し
た
。

　

と
く
に
女
性
の
働
き
や
す
さ
を
考
え
、
総
務
部

門
に
フ
レ
ッ
ク
ス
制
を
導
入
。
こ
れ
は
社
長
夫
妻

の
子
育
て
経
験
を
反
映
し
た
も
の
で
も
あ
り
、
社

長
就
任
後
に
は
「
健
康
経
営
優
良
法
人
」
や
厚
生

労
働
省
「
え
る
ぼ
し
」、
滋
賀
県
「
女
性
活
躍
推
進

企
業
」
な
ど
次
々
に
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
現
在
は
社
員
32
人
の
う
ち
女
性
８
人
、

さ
ら
に
そ
の
う
ち
３
人
が
建
築
土
木
の
技
術
者
と

い
う
人
材
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

社
員
の
能
力
向
上
を
促
す
た
め
に
資
格
取
得
を

奨
励
す
る
一
方
、
そ
れ
に
対
す
る
人
事
評
価
に
つ

い
て
は
資
格
一
つ
に
対
し
て
個
別
に
手
当
を
付
け

る
の
で
は
な
く
、
資
格
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
に
よ
っ

て
業
務
へ
の
貢
献
度
を
計
り
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
し

て
い
く
方
法
を
採
用
。
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
「
私
が
規
模
を
問
わ
ず
工
事
の
受
注
を
め
ざ
す
の

は
、
企
業
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、

や
り
た
い
こ
と
、
面
白
い
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
。
そ
れ
に
賛
同
し
て
く
れ

る
人
材
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
す

友
明
氏
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
道
を
切
り
拓
き
続

け
ま
す
。

〈施工例〉ワボウ電子株式会社　浅井工場〈施工例〉社会福祉法人びわこ学園　かなえ〈施工例〉社会福祉法人あゆみ福祉会　ホームぽれぽれ〈施工例〉京進のこどもえん　HOPPA近江八幡

社内ミーティング風景建設工事現場社員・関連事業者が一堂に会する恒例の安全大会

〈施工例〉近江八幡市立健康ふれあい公園

〈施工例〉愛荘町立山川原地域総合センター
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入  選

優秀賞

最優秀賞
第１部

小学校低学年
の児童

『夢けんプラザ絵画コンクール』『夢けんプラザ絵画コンクール』
　次世代を担う子どもたちに向けて、建設産業の魅力を発信する目的でスタートした滋賀県建設業協会の「夢けんプ
ラザ絵画コンクール」。安全で快適な暮らしを送るためのインフラ整備や、まちの豊かな環境の整備など、多くの役割
を建設産業が担っていることや、その役割の大切さに関心を持ってもらい、子どもたちの豊かな感性や観察力、創造
力を育むことを目的に開催される、県内の小中学生を対象とした絵画コンクールです。

③「
滋
賀
の
建
設
物
」

・ 滋
賀
の
建
物
や
町
並
み

・ 便
利
な
生
活
を
支
え
、災
害
か
ら
人
々
を
守
っ
て
い
る
道
路
、橋
、ダ
ム

『夢けんプラザ絵画コンクール』第11回

テ
ー
マ
テ
ー
マ  

テ
ー
マ

②「
工
事
で
は
た
ら
く
機
械
」

・ あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う
未
来
の
建
設
機
械

・迫
力
あ
る
建
設
機
械

①「
工
事
で
は
た
ら
く
人
」

・ 工
事
を
し
て
い
る
未
来
の
自
分

・工
事
現
場
で
が
ん
ば
っ
て
働
く
人
の
様
子

・思
わ
ず
働
き
た
く
な
る
よ
う
な
、未
来
の
建
設
現
場

「
し
っ
か
り
食
べ
て
昼
か
ら
も
が
ん
ば
る
ぞ
」

井
上
　
優
登

お
昼
休
み
の
和
や
か
な
雰
囲
気
が
、
丁
寧
な
描
写
に
よ
っ
て
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
特
に
工
事
現
場
で
働
く
人
の
表
情
か
ら
は
、
ま
る
で
会
話
が
聞
こ
え

て
き
そ
う
で
す
。
お
弁
当
や
工
具
類
な
ど
も
丁
寧
に
描
か
れ
て
お
り
、
全

体
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
秀
作
で
す
。

評

「
暑
い
中

が
ん
ば
る
重
機
と
人
」

宮
本
　
蓮
月

「
ほ
ん
も
の
そ
っ
く
り
な

大
き
な
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
」

川
妻
　
大
瑶

「
工
事
の
主
役
！

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
」

朴
　
悠
晴

「
ス
ー
パ
ー
ド
ロ
ー
ン
」

小
野
　
航
暉

「
は
た
ら
き
も
の
の

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
」

五
十
嵐
　
樹
平

「
き
れ
い
な
お
し
ろ
を

作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
」

岡
本
　
琴
音

「均等に円筒型埴輪が並ぶ久保田山古墳」
衣川　嗣晟

手前を大きく、遠くを小さく描くことで、遠近感のあ
る作品です。古墳や階段が規則的に描かれること
で、久保田山古墳の美しさが際立ちます。

評

「ブルドーザー」
堀岡　侑華

土砂を盛り上げながら進むブルドーザーの力強さ
が迫力のある構図で描かれています。画材を使い
分けることで、機械と自然の対比も効果的です。

評

「こうべと名ごやをつなぐ大きなみち」
安井　夕希

緻密なひまわりやトンボの描写、大きな建造物と飛
行機雲の対比、そして夏の入道雲。まるで俳句の
ような風情のある作品です。

評
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入  選

優秀賞
最優秀賞

第２部
小学校高学年
の児童

「
未
来
の
月
移
住
計
画
」

梅
田
　
大
輔

ロ
ボ
ッ
ト
を
中
心
に
、
機
械
や
建
物
が
緻

密
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
同
系
色
を
使
い

分
け
る
繊
細
な
色
彩
表
現
も
魅
力
的
な
、

カ
ッ
コ
い
い
作
品
で
す
。

評

成安造形大学　准教授　宇野  君平
　「夢けんプラザ絵画コンクール」の審査も11回目となりました。これも参加してくださった皆様や関係者の方々のご尽力によるものだと感謝いたします。今回は「バ
イパス工事」や「琵琶湖大橋」など、大きな構造物をパースの効いた構図で描いた作品が目を惹きました。とても難しい題材ですが、子どもたちの画力の高さが伺えます。
連続する構造物をリズミカルに描くことで、ダイナミックなスケール感のある風景に出会えました。これも滋賀県の魅力であると気付かされます。また、地域の資
源や環境をテーマにした作品も多く、その意識の高さにも驚かされました。この活動を通じて、未来のものづくりを担う若い世代が、地域の新たな魅力を発見したり、
ユニークなアイデアを表現できればと思います。次回も素敵な作品を期待しています。

「
け
ん
玉
の
建
築
物
」

宇
野
　
晴
香

「
働
け
未
来
の
あ
な
ほ
り
機
」

三
浦
　
彰
造

け
ん
玉
の
形
を
し
た
大
き
な
建
物
を
描
い
た

ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
で
す
。
ま
る
で
超
現
実
主

義
（
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
）
の
絵
画
の
よ
う
な
、

不
思
議
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

評

未
来
の
発
掘
ハ
ン
タ
ー
を
描
い
た
映
画
や

ア
ニ
メ
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
な
面
白
い

作
品
で
す
。
画
面
か
ら
は
、
冒
険
心
と

ワ
ク
ワ
ク
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

評

「描きたい！」と思える何かに出会うことは、創作の原動力です。この作品の
場合は、ホイールローダーの大きなタイヤですね。パースの効いた構図と、
繊細な空のグラデーションによって、画面に迫力と広がりを表現しています。
作者の感動を追体験することができる、素晴らしい作品です。

評

「タイヤのでっかいホイールローダー」
五十嵐　朱理

「
安
全
第
一
で
お
つ
か
れ
さ
ま
で
す
。

あ
り
が
と
う
」

片
岡
　
柚
菜

「
滋
賀
県
庁
舎
本
館
」

北
川
　
尚
樹

「
滋
賀
の
木
を
使
っ
た

琵
琶
湖
に
う
い
て
る
家
」

廣
山
　
華
音

「
羽
柴
秀
吉
が
建
て
た
日
本
の
城
」

筑
田
　
軍
司

「
未
来
の
ユ
ン
ボ
」

中
井
　
遥
斗

「
と
て
も
大
き
な
ミ
ホ
ト
ン
ネ
ル
」

石
田
　
一
陽

11



第３部
中学校の生徒

最優秀賞

入  選

優秀賞

「
彦
根
城
と
夏
の
空
」

秋
田
　
琉
花

彦
根
城
の
存
在
感
を
し
っ
か
り
と
捉
え
た
秀
作
で
す
。

雲
や
枝
葉
な
ど
動
き
の
あ
る
も
の
を
大
胆
な
筆
使
い

で
表
現
し
た
り
、
ど
っ
し
り
と
時
間
を
感
じ
さ
せ
る

石
垣
は
緻
密
に
描
き
込
む
な
ど
、
作
者
の
創
意
工
夫

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
描
く
こ
と
の
楽
し
さ
と
作
者

の
技
量
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

評

「琵琶湖大橋」
前田　百香

琵琶湖大橋の空のグラデーションが美しいエモー
ショナルな作品です。

評

「未来へ届ける美しい白髭神社」
八木　美優

夕日にゆらめく水面の表現が、印象派の絵画のよう
なタッチで描かれています。白髭神社の鳥居の赤
と夕日の赤が呼応する素敵な作品です。

評

「家をつくる未来の自分」
村井　悠人

憧れの建築作業員になった未来の自分が描かれた
とても味わい深い秀作です。背中で語る渋みのあ
る姿は、ベテランの哀愁を感じさせます。

評

「工事中のバイパス」
山﨑　悠愛

「
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
」

寺
田
　
湊

「
お
願
い
」

北
川
　
璃
宮

「滋賀県民を支える橋」
岩井　涼華

「いつもの工事現場」
戸谷　優里

「農地のかんがい、発電する永源寺ダム」
大山　隼弥

12

● 

ま
ず
最
初
に
、
環
境
建
築
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぼ
う
と
思
わ

れ
た
理
由
は
？

　

生
ま
れ
は
滋
賀
の
栗
東
で
、
幼
い
こ
ろ
は
家
の
周
辺
に

田
ん
ぼ
や
小
川
が
あ
り
、
そ
こ
で
魚
や
ザ
リ
ガ
ニ
を
獲
っ
て

遊
ぶ
の
が
当
た
り
前
の
毎
日
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
道
路
拡

張
の
た
め
に
自
宅
が
立
ち
退
き
に
な
り
、
日
常
の
風
景
が

一
変
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。〝
ふ
る
さ
と
〞
を
喪
失
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
思
い
は
い
つ
ま
で
も
心
に
残
り
、
そ
れ
が

環
境
建
築
に
関
心
を
も
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

滋
賀
県
立
大
学
で
学
び
な
が
ら
国
内
外
を
自
転
車
や
電

車
で
旅
し
て
ま
わ
っ
た
際
、
ベ
ネ
チ
ア
や
ガ
ン
ジ
ス
川
と

い
っ
た
人
と
水
が
深
く
結
び
つ
い
た
暮
ら
し
に
感
銘
を
受

け
、
人
々
の
生
業
や
生
態
系
も
含
め
た
豊
か
な
水
辺
の
暮

ら
し
の
風
景
を
創
り
出
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

● 

建
築
か
ら
漁
師
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
の
に
は
ど
う

い
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

環
境
に
配
慮
し

た
建
築
デ
ザ
イ
ン

を
学
ん
で
い
る
と
、

必
然
的
に
湖
と
山
、

山
と
里
が
密
接
に

つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
知
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
と
く

に
琵
琶
湖
の
沖
島

で
は
、
漁
業
と
い

う
生
業
に
よ
っ
て
景
観
を
か
た
ち
づ
く
ら
れ
て
い
て
、
大

き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
風
景
を
持
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
漁
師
と
い
う
仕
事
が
こ
の
先
も

成
り
立
た
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
自
分
自
身

が
「
稼
げ
る
漁
業
モ
デ
ル
」
を
め
ざ
す
こ
と
に
決
め
た
ん

で
す
。

● 

現
在
、
代
表
を
務
め
ら
れ
て

い
る
「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
ア
ー

キ
テ
ク
ト
」
を
設
立
さ
れ
た

経
緯
は
？

　

最
初
は
大
学
院
で
学
び
な
が
ら
滋
賀
県
の
担
い
手
育
成

制
度
を
利
用
し
て
志
賀
町
漁
業
組
合
の
親
方
の
も
と
に
弟

子
入
り
し
、
3
年
後
に
独
立
し
ま
し
た
。

　

た
だ
、
私
の
よ
う
な
か
た
ち
で
後
継
者
を
増
や
し
た
と

し
て
も
、
限
ら
れ
た
漁
獲
量
を
仲
間
同
士
で
取
り
合
っ
て

い
た
の
で
は
先
が
あ
り
ま
せ
ん
。
当
初
掲
げ
た
よ
う
に「
稼

ぎ
方
」
の
多
様
な
モ
デ
ル
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
漁
だ
け

で
な
く
魚
の
直
売
や
加
工
品
の
販
売
、
体
験
ツ
ア
ー
を
行

う
ほ
か
、
琵
琶
湖
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
た

ち
と
交
流
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
そ
の
拠
点
を
築
く

と
い
う
意
味
で
設
立
し
た
の
が
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
ア
ー
キ
テ
ク

ト
で
す
。

● 

お
取
り
組
み
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

獲
れ
た
魚
を
販
売
店
へ
届
け
る
ほ
か
、
湖
魚
を
佃
煮
や

パ
テ
、菓
子
な
ど
の
加
工
品
に
し
、そ
れ
を
地
域
の
マ
ル
シ
ェ

で
直
売
し
た
り
、
ネ
ッ
ト
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
漁

体
験
で
は
初
心
者
向
け
の
2
時
間
ク
ル
ー
ズ
や
早
朝
か
ら

漁
師
の
暮
ら
し
を
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
な
ど
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
C
Ｏ
―
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
（
琵
琶
湖
と
と
も
に
あ

る
仕
事
）」
と
名
付
け
た
取
り
組
み
で
は
、
大
学
や
行
政
、

企
業
の
ほ
か
、建
築
家
や
料
理
人
な
ど
と
コ
ラ
ボ
し
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
一

昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト・

イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」
は
、
芸
術
家
が
漁
体
験
し
、
感
じ

た
こ
と
を
作
品
と
し
て
表
現
し
て
も
ら
う
新
た
な
取
り
組

み
で
す
。
私
一
人
だ
け
で
は
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
限
り
が

あ
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
つ
な
が
り
か
ら
琵
琶

湖
の
暮
ら
し
の
魅
力
を
広
め
て
も
ら
え
れ
ば
大
き
な
発
信

力
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

● 

今
後
の
課
題
と
展
望
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

琵
琶
湖
の
漁
業
従
事
者
は
い
ず

れ
も
小
規
模
で
家
族
以
外
に
従
業

員
を
雇
う
余
裕
が
な
く
、
ま
た
新

規
参
入
者
は
機
材
購
入
の
借
入
も

あ
り
、
正
直
な
と
こ
ろ
専
業
で
生

活
が
成
り
立
っ
て
い
る
人
は
ほ
ぼ

い
ま
せ
ん
。
私
自
身
も
稼
げ
る
漁

業
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
実
績
を
つ
く
る
の
が
精
い
っ

ぱ
い
で
、
展
開
し
て
き
た
事
業
の

ど
れ
を
伸
ば
し
、
育
て
る
か
を
検

証
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

水
辺
の
暮
ら
し
と
生
態
系
を
守

る
た
め
に
は
、
開
発
す
る
側
で
あ

る
建
設
・
土
木
の
業
界
で
理
解
が

深
ま
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
建
設

業
界
か
ら
漁
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン

制
度
な
ど
を
設
け
た
り
、そ
う
い
っ

た
取
り
組
み
を
高
く
評
価
す
る
指

標
が
あ
れ
ば
大
き
な
影
響
力
を
得

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

食
や
体
験
、
交
流
を
通
じ
て
琵

琶
湖
の
問
題
を
「
自
分
ご
と
」
と

し
て
捉
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
仲
間
も
増
え
、
未
来
の
環

境
を
豊
か
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
け

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ビ
ワ
マ
ス
や
ニ
ゴ
ロ
ブ

ナ
、ア
ユ
な
ど
数
多
く
の

湖
魚
が
生
息
す
る
琵
琶

湖
。し
か
し
漁
獲
量
は
昭

和
30
年
代
を
ピ
ー
ク
に

減
り
続
け
、漁
業
従
事
者

も
減
少
し
て
い
ま
す
。そ

ん
な
な
か
、大
学
院
で
環
境
建
築
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
だ
こ
と

を
き
っ
か
け
に
漁
業
の
世
界
へ
飛
び
込
ん
だ
と
い
う
駒
井
健

也
さ
ん
。漁
師
と
し
て
取
り
組
む
多
彩
な
活
動
に
つ
い
て
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

琵
琶
湖
の
暮
ら
し
の
風
景
を
守
る
た
め

環
境
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
か
ら
漁
師
へ

フィッシャーアーキテクト　
●大津市八屋戸944
●オンラインショップ　https://biwakeup.thebase.in/
※イベント案内や出店情報は
　公式ホームページ  https://biwako-fi sher-architect.com/
　または「biwako_fi sher_architect」インスタグラムにアップされています。

フィッシャーアーキテクト
代表

駒井健
たつ
也
や
さん

漁師×建築家をテーマに
地元素材で造ったキャンピングカー

マルシェ直売では湖魚の水槽が子どもたちに人気夜明け前から始まる琵琶湖での漁の風景

「BIWAKOアーティスト・イン・レジデンス」でのトークセッション

修学旅行で漁業体験に参加する高校生たち

栗東市生まれ、滋賀県立大学で環境建築
デザインを学んだのち、びわ湖にて3年の
漁師研修を経て独立し、2020年にフィ
ッシャーアーキテクトを設立。滋賀県漁業
協同組合青壮年会会員13



んけ夢夢

　建設業PRイベント「おしごと参観日～見て～聞いて～知ろう！建設業のあれこれ」
を、11月９日（木）に滋賀労働局、大津公共職業安定所との共催で開催しました。
　建設業界に興味のある方を募集したところ、女性を含む15人が参加。最初に座
学、続いて工事現場の見学を行い、建設の仕事を身近に感じてもらいました。
　座学では、本協会リクルートキャラバンメンバー３名が講師となり、業界の魅力を
PRしました。建設業においても建設機械の遠隔操作や作業のロボット化が進むな
か、他の多くの産業と同様に、これからはAIに負けない人材、AIを使いこなす人材に
なる必要があると説明。そのうえで、建設業には29業種あることや、そこで活躍する
施工管理技術者、専門工事業者の役割や魅力を紹介し、資格の取得でキャリアアッ
プしやすく、女性も活躍できる業界であること、「意外と休めて給料もよい」ことなど
を説明しました。

　座学の後、大津市発注の中消防署移転新築工事現場へ移動し、参加者は実
際の建築現場を見学しながら、工事の進め方や近年の取り組み内容等の説明
を聞くことができました。
　参加者アンケートでは、約８割が「イベントに参加して有意義であった」と
回答、イベントに参加した感想として、「3Kのイメージが覆った」「以前より働き
やすい現場に変わっている」「安全・環境面が良くなっている」「ハイテクな職
場だと思った」など肯定的な意見が多く、建設業を身近に感じてもらうことで
イメージを変えてもらう有意義なイベントとなりました。

滋賀県建設業協会の活動について
ご紹介するコーナーです。
協会広報委員会のフェイス
ブックもあわせてご覧ください。

絵画コンクールの審査会を実施

PRイベント「おしごと参観日」を開催

　10月10日（火）、夢けんプラザにおいて第11回「夢けんプラザ
絵画コンクール」の審査会が成安造形大学の協力のもと開催さ
れました。
　県内50の小中学校、児童クラブより474点の応募をいただき、
第１部、第２部、第３部より最優秀賞、優秀賞、入選の合計30点
の入賞作品が決定しました。
　また、最優秀賞作品については、下記の日程で各学校を広報
委員長が訪問し、表彰状授与式を執り行いました。
　この事業が受賞者にとって、いい思い出となり、この機会を通
じて建設業への理解とイメージの向上につながって欲しいと思
います。

第１部　大津市立仰木の里小学校
 令和５年12月14日
第２部　近江八幡市立金田小学校
 令和５年12月14日
第３部　近江八幡市立八幡西中学校
 令和５年12月19日
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アセットマネジメント推進委員会が県外視察を実施

高校生を対象に現場見学会を開催

　11月16日（木）13時から、滋賀県版「ＭＥ（メンテ
ナンスエキスパート）制度」（滋賀ＭＥ）創設に向け
た研究のため、ＭＥ制度における先進県である岐
阜県の事業所（㈱ニシノ）を訪問し、岐阜県のＭＥ
制度やＭＥの実際の業務について聞き取りを行い
ました。
　滋賀県建設業協会アセットマネジメント推進委
員会から９名（委員６名、事務局３名）が出席し、㈱
ニシノからは、現役ＭＥ２名を含む３名にご出席
いただきました。

　12月15日（金）、滋賀県立国際情報高等学校の２年生27名を対
象に出前授業、現場見学会を開催しました。
　はじめに建設業協会女性活躍推進グループ「建設COCO倶楽
部」による出前授業を行い、建設業の紹介・建設業界の現状などに
ついて講話を行いました。
　その後、栗東市の大津能登川長浜線の現場工事（㈱明豊建設）
を見学。工事概要の説明やロードローラー試乗、ドローン操作を
体験していただきました。

※ ＭＥ（メンテナンスエキスパート）とは、老朽化が進む社
会基盤（インフラ）の維持管理に関して高度な知識と技
術を有する技術者のこと。
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こと・もの・滋賀

目
指
し
た
の
は

「
日
々
を
よ
り
良
く
す
る
醤
油
」

　
伏
流
水
が
豊
富
で
発
酵
に
適
し
た
彦
根
市
日
夏
で

嘉
永
６
年（
１
８
５
３
年
）に
創
業
し
た
水
谷
醤
油
醸

造
場
は
、『
ヤ
マ
タ
醤
油
』ブ
ラ
ン
ド
で
地
元
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、家
業
を
継
ぐ
こ
と
を
決
意
し
た
６

代
目
の
水
谷 
優
太
さ
ん
は
、新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
創
り

に
取
り
組
み
、約
50
年
絶
え
て
い
た
木
桶
仕
込
み
を

復
活
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。そ
し
て
、２
０
２
２

年
か
ら
発
売
す
る
こ
と
に
な
っ
た
天
然
醸
造
の
濃
口

醤
油
を『
日
日
是
好
日
』と
命
名
し
ま
し
た
。

　

禅
の
こ
と
ば
で
あ
る『
日
日
是
好
日
』は「
毎
日
が

素
晴
ら
し
い
」と
い
う
意
味
で
、そ
こ
か
ら「
毎
日
を

良
い
日
に
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
大
切
」「
す
べ
て

の
日
を
あ
る
が
ま
ま
受
け
入
れ
る
」「
こ
の
日
こ
そ
か

け
が
え
の
な
い
瞬
間
」と
い
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
日
々
を
よ
り
良
く
す
る
醤
油
を
届
け
た
い
」と
い

う
想
い
を
込
め
た『
日
日
是
好
日
』は
、さ
ま
ざ
ま
な

食
材
の
味
と
香
り
を
引
き
出
し
つ
つ
、料
理
を
飽
き

ず
に
食
べ
続
け
ら
れ
る
調
和
を
大
切
に
す
る
た
め
、

甘
味
、塩
味
、酸
味
、苦
味
、う
ま
味
の
五
味
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
引
き
出
し
て
、日
々
の
食
事
を
楽
し
く
す
る

醤
油
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

じ
っ
く
り
と
旨
味
を
増
す
二
夏一冬
醸
造

　
普
通
、醤
油
の
醸
造
期
間
は
６
カ
月
ほ
ど
で
す
が
、

四
季
の
気
温
の
変
化
に
任
せ
る
天
然
醸
造
で
は
、発

酵・熟
成
に
二
夏
一
冬
越
す
こ
と
が
必
要
で
、最
低
で

も
出
荷
ま
で
に
１
年
半
か
か
り
ま
す
。木
桶
仕
込
み

の
醤
油
が
醤
油
全
体
の
流
通
量
の
１
％
ほ
ど
と
言
わ

れ
る
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。「
桶
ご
と
に
発
酵
の
度
合

い
を
見
極
め
な
が
ら
、手
を
か
け
て
大
切
に
育
て
る

こ
と
で
美
味
し
い
醤
油
に
な
っ
て
く
れ
る
」と
語
る

水
谷
さ
ん
。

　

原
材
料
に
も
こ
だ
わ
っ
た
て
い
て
、滋
賀
県
産
の

丸
大
豆「
フ
ク
ユ
タ
カ
」と
小
麦「
ミ
ナ
ミ
ノ
カ
オ

リ
」、塩
は
海
水
を
天
日
で
乾
燥
さ
せ
て
つ
く
る「
天

日
塩
」で
、い
ろ
い
ろ
な
材
料
を
試
し
て
納
得
の
い
く

味
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　

旨
味
が
強
い
の
に
、上
品
で
や
わ
ら
か
な
口
当
た

り
が
特
徴
で
、そ
の
た
め
、白
身
の
魚
に
も
赤
身
の
魚

に
も
よ
く
合
う
こ
と
か
ら
、「
海
鮮
丼
が
お
勧
め
」と

言
う
水
谷
さ
ん
。主
張
を
し
過
ぎ
な
い
の
で
、さ
ま
ざ

ま
な
食
材
の
持
ち
味
を
引
き
立
て
、さ
ら
に
調
理
に

使
っ
て
も
少
量
で
醤
油
の
香
り
が
広
が
る
た
め
、ま

さ
に
名
脇
役
と
呼
べ
る
醤
油
と
し
て
、食
に
こ
だ
わ

る
消
費
者
や
プ
ロ
の
料
理
人
か
ら
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

醤
油
造
り
を
誇
れ
る
仕
事
に

　
「
醤
油
造
り
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
」と
言
う
水
谷
さ
ん
。見
学
希
望
者
に
蔵

を
開
放
し
て
い
る
の
も
、「
子
ど
も
た
ち
が〝
お
醤
油

屋
さ
ん
っ
て
カ
ッ
コ
い
い
な
〞と
思
っ
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
か
ら
。仕
事
は
３
Ｋ
で
す
が
、そ
れ
を

補
う
喜
び
や
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。そ
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」と
考
え
て
い
ま
す
。

　
３
月
か
ら
は『
日
日
是
好
日
』を
ベ
ー
ス
に
し
た
柚

子
ポ
ン
酢
と
だ
し
醤
油
、甘
口
醤
油
が
発
売
さ
れ
て
、

『
日
日
是
好
日
』の
魅
力
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
に
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
『
日
日
是
好
日
』は
高
級
ス
ー
パ
ー
や
県
内
の
道

の
駅
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
で
も
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会社情報
〒522-0047 滋賀県彦根市日夏町3850
TEL. 0749-28-1384
公式サイト
https://www.mizutani-shoyu.com

水谷醤油醸造場
『日

ひ

日
び

是
これ

好
こう

日
じつ
』

５代目の水谷 勝彦さんと６代目の優太さん木桶仕込み天然醸造の『日日是好日』

発酵の度合いを見ながら手をかけて育てていく

二夏一冬を越してゆっくり醸造される醤油

長く地元で親しまれているヤマタ醤油
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クイズパズル

漢
字
の
穴
埋
め
ク
イ
ズ

■■  

に
入
る
漢
字
を
見
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
６
つ
の
漢
字
を
つ
な
ぐ
と
？

ヒ
ン
ト　

特
集
「
話
題
の
焦
点
」

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

アメフトの歴史を繋ぎ、
スポーツで地域を元気に

　

滋
賀
県
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
の
理
事
を

し
て
い
た
叔
父
に
勧
め
ら
れ
て
、Ｎ
Ｆ
Ｌ
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
リ
ー
グ
）
の
試
合
を
観
て
す
っ
か
り

ハ
マ
っ
て
し
ま
い
、
ブ
ロ
グ
「
Ｎ
Ｆ
Ｌ
超
入
門
」
を
開

設
し
て
ア
メ
フ
ト
の
情
報
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
長
浜
は
、
戦
後
間
も
な
い
頃
、
2
つ
の
公
立
中

学
校
に
タ
ッ
チ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
創
設
さ
れ
、
そ
の

後
湖
北
地
域
の
す
べ
て
の
高
校
に
ア
メ
フ
ト
部
が
創
設

さ
れ
て
、
日
本
の
ア
メ
フ
ト
の
草
分
け
的
な
地
域
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

け
れ
ど
も
少
子
化
が
進
み
、
大
人
数
で
行
う
競
技
は

メ
ン
バ
ー
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
の

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

長
浜
の
ア
メ
フ
ト
の
歴
史
を
残
し
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
で
地
域
の
活
性
化
に

繋
げ
ら
れ
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
０
２
１
年
に
長
浜
フ

ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
を
立
ち

上
げ
て
代
表
に
就
任
、
そ
の
後
小
学

生
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
長
浜
Ｈ
Ｅ
Ｒ

Ｏ
Ｅ
Ｓ
」
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
起
源

に
生
ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、
１
チ
ー

ム
５
人
と
少
人
数
で
行
い
、
小
学
生

で
も
安
全
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
毎
週
土
曜
日
に
行
う
練
習
で

は
、
大
学
時
代
ア
メ
フ
ト
部
で
活
躍

し
た
コ
ー
チ
が
子
ど
も
た
ち
を
熱
心

に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
時
13
名
だ
っ

た
メ
ン
バ
ー
も
37
名
に
な

り
ま
し
た
。「
長
浜
Ｈ
Ｅ

Ｒ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
」
は
女
子
選
手

の
比
率
が
高
い
こ
と
が
特

徴
で
す
。
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
魅
力
は
、
体

が
小
さ
く
て
も
、
運
動
神

経
が
ず
ば
抜
け
て
良
く
な

く
て
も
、
足
が
遅
く
て
も
、

一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
発

揮
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

チ
ー
ム
名
も
メ
ン
バ
ー
全

員
が
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
れ
る

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
命
名
し
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
勝
つ
こ
と
を
第
一
の
目
的
に
す

る
の
で
は
な
く
、
楽
し
み
な
が
ら
み
ん
な
で
協
力
し
て

う
ま
く
い
っ
た
時
の
感
動
を
経
験
し
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
か
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

本
場
ア
メ
リ
カ
を
訪
問
し
て
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

株式会社材光工務店　　伊藤 和真

均

対平

級転

歌登

舎

速

原標

最開

入城

戸

売

攻念

有文

独通

業

クラブチーム「長浜HEROES」のみなさん

女子選手が多く活躍する「長浜HEROES」

タックルの代わりに腰につけたフラッグを取る「フラッグフットボール」
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取材 話

● P&Q及びアンケート(返信用添付ハ
ガキ)の両方にお答えいただいた方
の中から抽選により粗品を進呈し
ます。ふるってご応募ください。
● 別のハガキにてご応募の方も住所、
勤務先(学校名)、氏名及びP&Qの答
え、アンケート、メッセージ等を書い
て送付してください。
●締め切り
　令和６年６月20日必着
●あて先
　〒520-0801
　大津市におの浜一丁目1-18
　(一社)滋賀県建設業協会  広報委員会

季刊夢けんせつ春号
◆

2024年（令和６年）４月10日

通巻第699号

発行　一般社団法人滋賀県建設業協会

〒520-0801 大津市におの浜一丁目1-18

TEL.077-522-3232（代）

FAX.077-522-7743

https://www.yumeken.or.jp

企画編集　広報委員会

協力・印刷　宮川印刷株式会社

マザーレイク
前号の答え

パズル＆クイズ当選者

西村　道子
鍋島　道雄
中小路　栄
田中　定子
大谷　美幸
平地　昌眞
岩﨑　淳子
梅下　良一
折坂あかね
柴田　正治

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

　今回は特集として滋賀県立高等専門学校について滋賀県の
高専設置準備室に話を伺いにまいりました。
　建設系のコースが設けられ高度専門技術を学ぶ場ができるこ
とは、建設業界にとっては喜ばしいことで、建設業への入職者
の増加につながるものと期待していましたが、現段階では総合
学科として理系単科のみでコース選択は２学年進学時となって
おり、学年により人数にばらつきがでることも考慮されます。
　県としては理工系に進学する子供を増やし小中学生に対しアピールすることを考えておられまし
たが、我々広報委員としましては建設コースに進む学生を確保できるのか、また県内の建設業者に
就職してくれるのかが大変気になりました。
　その他、課外授業やインターンシップ、実務教員の派遣などを通し建設業協会との連携・共創
を考えているとのことです。
　滋賀県建設業協会広報委員会におきましても、更なる若年層への建設産業の魅力・やりがいを
伝え、優秀な建設技術者を輩出してもらえるよう協力していかないといけないと感じました。
　高専のことが気になるという方は、滋賀県HPにて高専設置基本構想（案）を挙げられているの
でそちらをご覧になってください。また『滋賀県立高専共創フォーラム』（登録無料）にてコミュニ
ケーション・情報共有を図られていますので、応援団として登録（企業・個人どちらでも可）され
るとよいと思います。
　この夢けんせつでも開校前には再度取材を行い、この機運を高めていきたいと思います。

　

守
山
市
の
下
之
郷
遺
跡
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
今
回
の
取
材
で
「
伊
勢
遺
跡
」
の
こ
と
を
は

じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
南
北
４
５
０
メ
ー
ト
ル
、
東
西

７
０
０
メ
ー
ト
ル
、
面
積
約
32
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
弥
生
時

代
後
期
の
も
の
と
し
て
は
最
大
級
で
、
日
本
の
国
家
と

し
て
の
成
り
立
ち
を
知
る
う
え
で
た
い
へ
ん
重
要
な
遺

跡
で
あ
る
と
聞
き
、
滋
賀
と
い
う
地
域
が
歴
史
の
中
で

実
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

発
掘
調
査
を
行
っ
た
後
、
遺
跡
を
埋
め
戻
し
、
そ
の

上
に
公
園
を
整
備
す
る
と
い
う
保
存
・
活
用
の
手
法
も

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
例
の
な
い
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

古
代
の
舟
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
大
屋
根
が
印
象
的
な
遺

構
展
示
施
設
は
、
建
築
家
平
田
晃
久
さ
ん
の
設
計
に
よ

る
も
の
で
、
開
園
以
来
、
多
く
の
建
築
関
連
の
方
が
見

学
に
来
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
一
部
が
ス
ク
リ
ー
ン

に
な
っ
て
い
る
杉
材
の
天
井
や
、
足
元
の
強
化
ガ
ラ
ス

の
下
に
復
元
さ
れ
た
大
型
建
物
の
柱
の
穴
な
ど
、
展
示

に
も
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
測
量
機
器
も
建
設
機
械
も
な
い
時
代

に
、
大
型
の
建
物
を
ど
う
や
っ
て
建
設
し
た
の
で
し
ょ

う
か
？
ぜ
ひ
、
施
設
を
訪
ね
て
復
元
さ
れ
た
柱
の
穴
を

間
近
に
見
る
な
ど
し
て
、
遺
跡
の
規
模
の
大
き
さ
や
弥

生
時
代
の
人
々
が
た
い
へ
ん
優
れ
た
建
築
技
術
を
持
っ

て
い
た
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

楼観と呼ばれる大型建物の柱の位置が表示されている。

園内には散策路が整備されている。
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大粒で食感がしっかりしており、甘味があって食べ
やすいとの評判販売開始時には「きらみずき」デビューイベントを開催

「滋賀83号」の呼称で開発が進められた新品種は、公募
で「きらみずき」と名付けられた

滋賀県内のスーパーなど店頭販売
を中心に、各種通販サイトでも販
売されています

　
古
く
か
ら
の
米
ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
る
近
江
の

国
。
滋
賀
県
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
米
も
開
発
さ
れ
て
お
り
、

2
0
1
3
年
の
「
み
ず
か
が
み
」
の
登
場
以
来
10
年
ぶ
り

と
な
る
新
品
種
が
誕
生
し
た
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
昨
年
秋
か
ら
県
内
で
販
売
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
か
ら

本
格
栽
培
が
始
ま
る
「
き
ら
み
ず
き
」。
大
粒
で
し
っ
か

り
と
し
た
食
感
と
、
す
っ
き
り
し
た
瑞
々
し
い
甘
さ
が
特

徴
で
、
噛
む
ほ
ど
に
甘
み
が
広
が
り
、
食
味
官
能
検
査
で

は
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
同
等
以
上
の
評
価
を
得
て
い
る
こ
と
で

も
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
き
な
特
徴
は
栽
培
方
法
に
あ
り
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
栽

培
を
は
じ
め
、「
環
境
こ
だ
わ
り
栽
培
」
の
な
か
で
も
、

化
学
肥
料
や
殺
虫
・
殺
菌
剤
を
使
用
し
な
い
、
よ
り
厳
し

い
基
準
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
点
。
こ
れ
だ
け
厳
し
い
栽
培

基
準
を
県
域
で
設
け
た
米
は
き
ら
み
ず
き
が
全
国
初
に
な

る
と
い
い
ま
す
。

　
近
年
、
夏
の
高
温
や
長
雨
な
ど
気
候
変
動
の
影
響
に

よ
っ
て
収
量
や
品
質
の
低
下
が
大
き
な
課
題
と
な
る
な

か
、
滋
賀
県
で
は
農
業
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
2
0
0
9
年
か
ら
新
品
種
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
13
年
の
歳
月
を
か
け
て
生
ま
れ
た
き
ら
み
ず

き
は
、
食
味
や
収
量
性
、
玄
米
外
観
品
質
の
ほ
か
、
台

風
な
ど
で
も
倒
れ
に
く
く
、
高
温
に
強
い
特
性
を
も
ち
、

さ
ま
ざ
ま
な
気
象
条
件
で
も
安
定
し
て
栽
培
し
や
す
い
品

種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
琵
琶
湖
に
や
さ
し
く
、
持
続
可
能
な
農
林
水
産
業
を

め
ざ
す
滋
賀
県
に
あ
っ
て
、
近
江
米
の
主
力
品
種
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

滋賀県農政水産部みらいの農業振興課
●大津市京町四丁目1番1号
●077-528-3892

夏休みに孫が絵画コンクールに応募しまし
た。子どもたちが建設業にあこがれる絵画
展などの取り組みを、今後も続けていただ
けるといいなと思います。

「夢インタビュー」の記事に惹かれて冊子を
もらいました。頑張ってほしいです。

「へんないも」何回か食べました。甘くてお
いしかったです。小さな芋も商品になるの
がフードロスの点でも良いということを記
事を読んで知りました。

久しぶりにフォトコンテストに応募しまし
た。A４サイズで応募できるようになったの
で、今後も続けたいと思います。

外国産の材木が安く輸入されるため、日本
の林業は大変厳しい状況です。できるだけ
県産材を活用されることを望みます。

「ズレンガ」はじめて知りました。滋賀の木
材で作られているので、もっと広まればい
いなと思います。

庄の本パークは特に興味深く拝読しまし
た。”SDG’s”と上から構えるのではなく、気
づいたら…というところが素敵です。

夢けんせつフォトコンテスト、毎年力作ぞ
ろいで素晴らしい企画だと思います。次回
こそ誌面に載りたいです！

近
江
米
の
新
品
種『
き
ら
み
ず
き
』

滋
賀
の
持
続
可
能
な
農
業
の
シ
ン
ボ
ル
に
！
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◆特集○話題の焦点

令和10年、
滋賀県に高等専門学校がやってくる！
◆夢インタビュー

琵琶湖の暮らしの風景を守るため
環境建築デザインの世界から漁師へ
◆行ってみよう

『びわこ箱館山』
◆おじゃまします

株式会社ヤマタケ創建


